
（公益財団法人 朝鮮奨学会 2019 学部様式⑧／大学院様式⑨）                 

応募書類 チェックシート(2019 年度）

このチェックシートも他の応募書類と一緒に提出すること。

姓 名 大 学 名 課 程 学 年

学部・修士・専門職・博士

■提出する書類に漏れがないかを確認し、チェック欄に○をすること。

応募書類 チェック項目 〇↓

１.願書
１枚目

写真(裏面に姓名・大学名・学年を記入)の貼付。

保証人欄の必要事項を記入。

２枚目 学歴について、漏れなく必要事項を記入。

３枚目 同一生計の家族について、漏れなく記入。

４枚目 奨学金応募理由について、具体的に記入。

２.研究計画書

（大学院のみ）

１枚目と２枚目(専門職課程含む)、また必要に応じて補記(追加分)及び論文

等を同封した。

３.在学証明書 2019 年 4 月 1 日以降に発行されたものを同封した。

４.学業成績証明書 学校に依頼し(発行機含む)、公文書である「学業成績証明書」を同封した。

※学年度末に学生本人及びその保護者へ通知する「成績通知表」ではない。

５.推薦書 親展(完封)とした。

応募期間内に提出できない。

応募期間内に提出できないので、5月14日(火)までに提出する(消印有効)。

６.国籍・在留資格

等を証明する書類

「特別永住者カード」、「在留カード」、「住民票の写し」の何れかを貼付した。

「住民票の写し」の場合は応募者本人の国籍・在留資格等が記載されている。

７.収入・所得を証

明する書類

「記入の手引き」を確認し、該当する証明書類を添付した。

⇒貼付した書類：【                      】

応募期間内に提出できない。

応募期間内に提出できないので、5月14日(火)までに提出する(消印有効)。

８.返信用封筒 長型３号の封筒に宛名ラベル・92 円切手を貼付けて同封した。

最終チェック 「記入の手引き」に従い、全ての応募書類を確認し、同封した。

提出できない理由

提出できない理由



事務処理欄 (記入不要）
奨学生番号

国籍 性別 男 女

生年月日 生まれ 年齢(満）

特別永住者 永住者 定住者 家族滞在 留学

出生地 都道
府県

渡日年月

国立 公立 私立

博士・修士・専門職

研究科 専攻

研究テーマ

入学・修了見込 年 月 入学 年 月 修了見込

①携帯電話 ②緊急時連絡先

③eﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

通学状況 ①自宅通学 ②自宅外 アパート・寮・親類宅・ルームシェア・その他（          ）

保証人姓名 父・母・その他（        ）

保証人住所 電話番号

事務処理欄 （記入不要）
留学生学推 受付日 備考

□有 □無

大学院生

学年

通学するキャンパス所在地

在学校名

〒

受付日 受付№ 応募者ID

公益財団法人 朝鮮奨学会

2019年度 大学院奨学生 願書

在留資格
等

※注意　「記入の手引き」を参照に、必ず応募者本人が記入すること（データ入力も可）。

□願書（1.2.3.4） □写真 □研究（1・2）□成績 □在学
□推薦    □特・在 □収入所得 □封筒  □ﾁｪｯｸｼｰﾄ

提出書類の
チェック

連絡

□済（  ）

年          月 

帰省先住所

現住所

大学院

応募者との関係

建物名

連絡先

新規

〒

姓名

英字

通称名

本部・関西・地方

その他（            ）

年

韓国  ・  朝鮮

（自宅・父・母・その他        ）

ｶﾀｶﾅ

漢字

ﾊﾝｸﾞﾙ

継続

ﾀﾃ4.5㎝×ﾖｺ3.5㎝
写 真

正面無帽、6カ月以内に
撮影したもの。
写真裏面に姓名・
学校名・学年を記入する
こと。
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姓名【 】

応募者本人の経歴について
学歴 （西暦） ※編入学・休学・退学、また日本語学校の在学校歴も正確に記入すること。

年 月 小学校卒業 所在地
年 月 中学校卒業 所在地
年 月 高等学校卒業 所在地
年 月
年 月
年 月
年 月
年 月
年 月
年 月
年 月
年 月
年 月
年 月
年 月
年 月
年 月

職歴・兵役など 
年 月 ～ 年 月
年 月 ～ 年 月
年 月 ～ 年 月

母国語理解度(複数回答可） 1.会話ができる。 2.読み書きができる。 3.簡単な挨拶、単語を知っている。

学業成績と単位について （下記成績計算表で計算すること）

成績計算表
科目数 評価点 計

秀・優 S/A 80点以上 × 5 ＝
良 B 70～79点 × 3 ＝
可 C 60～69点 × 1 ＝

(a)
(b)

※評価が「合格」「認定」でなされる科目は除く。―左記に該当する科目数→ 科目
※医歯薬科系専攻で時間で評価される科目の履修時間数→ 時間

部活・サークル・課外活動資格 趣味・特技
4.理解できない。 5.学習中（               ）

←成績評価値欄に転記する。成績評価値 ＝ 点

評定

(b)科目数合計 (a)点数合計

大学
学部入学

大学院
研究科入学

卒業

成績評価値 取得単位数 修了に必要な単位数
事務処理欄（記入しない）

成績・単位確認欄

大学
学部卒業

大学院
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姓名【 】
家族構成および経済状況(応募者本人は除く）

続柄 年齢 年間収入 （所得） 同居有無

父 同居・別居

母 同居・別居

同居・別居

同居・別居

同居・別居

続柄 年齢 学年 通学状況 本会今年度応募の有無

自宅・自宅外 □応募中
自宅・自宅外 □応募中
自宅・自宅外 □応募中
自宅・自宅外 □応募中

自営業の場合
従業員の数

人

適用中 結果時期↓

申込中
昨年度

応募者本人の経済状況（見込み）

学外奨学金 受給中・応募中

学内奨学金 受給中・応募中

今年度 他の奨学金の受給・応募について
形態 審査決定時期

給付・貸与

給付・貸与

給付・貸与

過去 本会高校・大学・大学院奨学金への応募と受給歴について ※該当する年度に○をしてください。
2018年度 2017年度 2016年度 2015年度

2018年度 博士 年間 高校 年間
奨学生番号 修士/専門職 年間 大学 年間

その他（             ） 円

支出

家賃（光熱費は除く ※自宅外生のみ） 円

交通費（定期）

年間収入(所得）

円

本会奨学金受給歴

円

円

円

円

円

円

備考(経済状況の追記等）

全額・半額・(  ）％
全額・半額・(  ）％

今年度

受給 2017年度 2016年度 2015年度

応募

授業料減免
全額・半額・(  ）％

アルバイト

年額
円

続柄 姓名

(通称名          ）

学費について

収入

家族からの援助（学費除く）

奨学金

その他（             ）

項目 月額（平均）

授業料(入学金・施設費は除く）

家族のうち主たる家計支持者について 

姓名 学校名

職業(会社名・職責・業種）

就
学
者
以
外

姓名 職業

就
学
者

受給の有無

受給中・応募中

受給中・応募中

受給中・応募中

奨学金名称 金額（月）

円

円

円
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学年

奨学金応募理由（家庭事情等を具体的に記入すること） （10～11ポイント推奨）

自己PR（ 入学の動機・学業状況・大学生活の目標と卒業後の進路など） （写真等貼付可）

奨学金応募理由
姓名 大学名 学部/研究科 課程

博士・修士・専門職
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（公益財団法人 朝鮮奨学会 2019 大学院様式②）

研 究 計 画 書 1/2
［ワープロ入力推奨］                        年   月   日 記入

姓   名 大 学 名 研 究 科 名 課 程 学 年

博士

修士

専門職

研究テーマ

研

究

計

画

・

研

究

状

況

①研究目的   ②研究方法    ③その他(研究状況など)の項目に分けて記入すること
※研究計画書(1/2・2/2 共に)にはフォントサイズ 10.5pt で記入すること。

また、英語で記入する場合は日本語訳を添付すること。

※専門職課程の在籍者は上記に限らず学習の計画・状況を記入すること



（公益財団法人 朝鮮奨学会 2019 大学院様式②）

研 究 計 画 書 2/2

姓名[         ] 大学名[            ] ［ワープロ入力推奨］

研

究

業

績

Ⅰ．学会発表、論文投稿等の業績

・国内発表     回 （口頭    回 / ポスター    回）  

・海外発表     回 （口頭    回 / ポスター    回）

・論文   掲載済 国内誌   本 / 海外誌   本  

     投稿中 国内誌   本 / 海外誌   本

Ⅱ．学会発表、論文投稿等の主要業績（３件まで）

注意：

●補記したい場合は、本紙を複写または本紙項目に準じて自作し提出すること。

●学術誌が主たる業績発表の場でない分野の場合、論文に相当する業績について記入すること。

①分類記号を明記すること。

Ａ．論文（掲載済・決定・投稿中を区別） Ｂ．学会発表（口頭・ポスターを区別）

Ｃ．学会・会議等の報告集  Ｄ．作品発表等  Ｅ．その他

③共同研究の場合はすべての著者名を明記し、本人に下線を引くこと。ただし著者が３名を超える場合は本人を

含む３名まで明記し、その他○名とする。また、本人が corresponding author の場合は明記すること。

⑧学術誌等への既発表論文がある場合は代表的なもの１編の別刷りを添付(複写可)し、その旨を明記すること。

また作品やその写真・資料等を別添する場合も、その旨を明記すること。

①分類 ②論文名 ③著者 ④掲載・発表年月日 ⑤発行所、発表誌、発表学会及び開催場所

⑥巻・号・頁 ⑦査読の有無 ⑧備考 の順に記入すること。

論
文
題
目

博 士 論 文

修 士 論 文

学 部 論 文

指導教員名
指導教員の

研究テーマ



（公益財団法人 朝鮮奨学会 2019 大学院様式⑤）                     

         

年   月   日

公益財団法人 朝 鮮奨学会 宛

学 校 名

所 在 地

推 薦 者 署 名            ○印
（ 職 責          ）

推 薦 書

奨学生としてふさわしい学生と認め、下記の者を推薦します。

応募者姓名
年   月 日生 （満   歳） 男 ･女

大学院         研 究科         専攻

課

程

博士
修士

専門職
年

年   月 入学

年   月 修了 見込

所見 ※別紙添付 または貼付可 。

※親展にして下さい（応募者本人の閲覧不可）。

※この推薦書で得た個人情報は、選考以外の目的には使用しません。



（公益財団法人 朝鮮奨学会 2019 大学院様式⑥）       

国籍・在留資格等を証明する書類の貼付台紙

姓   名 大 学 名 課 程 学 年

博士 修士 専門職

貼付書類

■「特別永住者証明書」「在留カード」の表裏のコピー(有効期限内のものに限る)。

上記カードの有効期限切れ、切り替え中、またはカードを紛失した場合は、「住民票の写し」

（応募者本人の国籍及び在留資格等が表示されているもの・コピー不可・３カ月以内に発行

されたもの）を貼り付けること。

「住民票の写し」は枠内に貼り付け、はみ出る場合は折りたたむこと。

特別永住者証明書・在留カード等のコピー

[うら面]

※変更記載がなくても貼付してください。

特別永住者証明書・在留カード等のコピー

[おもて面]



手引きを必ず参照の上、記入する事。

貼り付ける「収入に関する書類」の発行国について以下該当国に○をすること。

理由：

収入・所得を
証明する書類

2018年（平成30年）
1月～12月分

・2017年分の所得証明書を添付する理由。・指定する書類の提出ができない理由。
（税務署での2018年分発行時期が願書提出期間より後であるとの理由は認められない。）

②大韓民国①日本国 ③その他の国（       ）

収入・所得を証明する書類の貼付台紙
姓名 学年大学名 課程

博士・修士・専門職

貼付が難しい（確定申告などが複数枚）場合は、本用紙と書類をホッチキスで留めてください（クリップは不可）。
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